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	1．講演
	1）過去の群集事故事例の分析・メカニズムの類型化　今西美音子（竹中工務店）
	2）スタジアム・アリーナにおける群集安全　峯岸良和（建築研究所)
	3）最近の大規模建築の特徴と群集安全の考慮点　土屋伸一（明野設備研究所）
	4）鉄道施設における群集安全　山本昌和（鉄道総合技術研究所）
	5）マスイベントの群集制御・計測　大西正輝（産業技術総合研究所）
	2．討論
	３．まとめ　古瀬敏（静岡文化芸術大学）

